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ラム JAPAN 　2006 の 報告

実行委員長　犬井 正男

　カ ラ
ー

フ ォ
ー

ラム JAPAN 　2006 が、例年と 同じく丁 学院

大学 で 昨年 12月27 −29 日 に開 催さ れ た。前圃が 50 回記念

大会 で、今 圃 は新たな ］0年の 始 ま りの 年で も あ る、1956

年に日本色彩学会、日本写真学会、E］本光 学会 （応 用 物理 学

会光学懇話会）、照明学会の 4学会で 始 め た 合同講演 会が つ

ぎのように発展 してきて、現在の フ ォ
ー

ラ ム にな っ た。

1956 〜19B3 年　光学四 学会連 合講 演会 （28 回 ）

］984 〜］993 年　色彩］：学 コ ン フ ァ レ ンス 〔10回）

1994 〜2006 年　力ラ
ー

フ ォ
ー

ラ ムJAPAN （］3回 ）

　前述 の 4学会が交替 で 幹事学会を務め て お り、今 年 度 は

日本色 彩学会の担当で あ っ た 。

10 月月 ）および
．
ト記 ウエ ッ ブ1こ掲載 さ れ て い るプロ グラム

をこ 寛に な っ て いた だ き た い。

http：〃www ．ren −associates ．comfColorForumJ ／

program ！home −」p　h亡mI

　
一

般講演 とポス ター発表 の な か か らベ ス トプ レゼ ン テー

シ ョ ン 賞を投票で 選ん で お り．今年は つ ぎの 2件が選ばれた 。

28 日　孔雀の 羽の 構造色の 発色機構 ・一
集束イオン ビー

ム

　　　 切断による小 羽 枝 の非玻 壊的断面 の 観察
〜、篠塚

　　　 文昭
・
面谷 信 （栗 海大学）

29 日　 CIECAMO2 に於ける．II貰応 フ ァ ク タ D の 色相 依 存 性、

　　　 兼松えりか
・
国場英康（二 コ ン ）

　講演数は、招待講演3件、一般講演 ］7 件、ポ ス ター
発表

10 件で あ っ た。一
般講演の う ち 1件 は 発表 を 辞退された

た め、その 分を除い た件数 で あ る、、各セ ッ シ ョ ン と講演数

な ど は以下の 通 りで ある。

11月 28 日 （火 ）

　1　 表 示
・
表現　3件

2 　招待講演 1、ディ ス プレイの 広色域化の 動向　谷添

　　 秀樹 （三 菱 電 機）

　3．ポス ター　1Q件

4．色覚　3件

5　招待講演2 、数理 × 彩画　戸 川隼 人 （元 尚美学園大学）

11月29 日（水）

　 6　 表色
・
測色　3件

　 7．環 境 変化と 色 　2 件 （7 −Ol は 辞退 ）

　 8、　色 再 現 （］）　 3件

　 9，　 色 再 現 （2）　 （3件
1Q ．招待講演3

　CIE 国 際照 明 委 員 会 に お け る 色彩画像技術の 標準化動向

会津昌夫 （キヤノ ン）

詳細な講演名と発表者 は、ニ ュ
ーズNo　244 〔2006 年

年 会員 非会負 学生 合計

2001 133 19 26 178

2002 99 12 39 ］50

2DO3 141 1．4 33 188

2004 90 12 28 130

2005 ユ31 17 36 184

2006 77 23 22 122

　例年と同 様 に、フ ォ
ーラ ム の前 日 に は チ ュ

ー
トリア ル 講

演 が行 わ れ た．

］　 色彩管理 の た め の 表 色系 基 礎 小林光夫 （Kカ ラー
ラ

　　 ボラ トリ庵 気通 信 大 学）

2 −］ 画像のカラ
ー

マ ネジメ ン ト洪　博哲 （コ ニ カ ミ ノル

　　 タテクノ ロ ジー
セン タ

ー
）

2．・2 ．デザイ ン のカラ
ー

マ ネジメ ン トの 近況 杉山久仁彦

　　 （グラ フ ィ ッ クデ ザ イナーiDesign　with 　Heart）

3　 色彩管理 の た め の 沮1」色基礎 大住雅之 （オ フィ ス カ

　　 ラ
ー

サ イ エ ン ス ）

　初 め て の 試 み で、セ ッ シ ョ ン 2 は 技 術 系 と デ ザ イ ン 系 の

講演 を並 行して行 い 、聴講者がどち らか を 選 択 で き る よ う

に した，しか し、デザイ ン 系へ の 出席 者 が 少 な く、偏 っ て

し ま っ た e 今後は、ど うす るか が課題 で ある。

　 参 加者 お よ び論文集購入状況の推移は、次表の ようにな

っ て お り、隔 年こ と に増減 を 繰 り返 して い る 。 今回は少な

くなる 年 に あ た っ て お り、残念な が らその 通りにな っ て し

ま っ た。落ち 込み は例年 にな く大 ぎ い。

　今年度は、企業か ら の 発 表 が 少 な く、大 学等 と の 共同研

究を除 い た企業単独の 発表は ］件 しか な か っ た。そ の 1件
が ベ ス トプ レ ゼ ン テ

ー
シ ョ ン賞 を 受 賞 した こ と は 大 変 喜ば

しい こ と で あ っ た。企 業と大学等との 共同 研 究は 8件で あ

っ た が、そ の うち の 4 件 は大学を リ タ イ ア さ れ た 方 が 設 立

した機 関と の 共 同研究で あ っ た。大学ある い は 研 究機関 だ

け の 発 表件数 は 18 件 と最も多か っ た 。 参加者に は企業 の

方 も 半数以 上 お ら れ た よ うなので、今後、企業の 方の 発表

件数が増え 、盛大 に な っ て い くこ と を 願 っ て いる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （東京工 芸大学）
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